
　　 おおたか れいこ  
花のアトリエ「ランコントレ」主宰。
フランスで培ったフローラルワーク
を手がける。 

http://rencontrer.jp/

　陽光がまぶしい季節となりました
が、この時季はバラが最も美しい時
季と言われています。
　そこで今月は、２つの個性的なバ
ラをピックアップしてアレンジしてみ
ました。
　今回使用するバラはどちらも、１
本の茎に花が複数付いていて（ス
プレー咲きといいます）、１本でかな
りのボリュームがあります。
　２つの花の姿は対照的です。花

弁が少なくフリルのように柔らかな
印象のルージュベリーに対して、オ
ール４キュート＋は、数え切れないく
らいの小さな花弁が密集していて、
重量感さえ感じられます。
　まず、器の内側にセロファンを敷
き、吸水性スポンジをセットします。
　次に、ハーブゼラニュームを、ボッ
クスの周囲に短めに挿します。
　そして、オール４キュート＋を挿し
てから、それよりも少し高めにルー

ジュベリーを配置します。
　最後に、コデマリを一番高めに挿
して、全体に動きを付けます。
　それぞれの植物は、茎を斜めに
カットしてからスポンジに挿すように
してください。こうすると、水の吸い
上げがよくなります。
　また、ボックスの持つ雰囲気を印
象的に見せるため、花全体の高さ
はボックスの高さと同じ程度にとど
めておきましょう。
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